
発行日／令和元年7月8日　発行者／横浜市ＰＴＡ連絡協議会　横浜市中区港町1-1 横浜市教育委員会内 TEL662-7080 FAX662-6084　編集／平成30年度 常置広報委員会

第164号２・３面　特集記事

ハマのＰＴＡまるっと70年
〜たすきをつなぎ令和へ〜

横浜市立横浜総合高等学校
４面コラム　ここに母校あり～未来へはばたけ～

＜前列　左から＞
副会長：飯塚　　昇（磯子区汐見台小学校）
会　長：秋好　直樹（泉区泉が丘中学校）
副会長：七海　雷児（神奈川区三ツ沢小学校）
副会長：橋本　静江（特別支援学校部会
　　　　　　　　　　　港南台ひの特別支援学校）

2019年度　横浜市ＰＴＡ連絡協議会　大会式および総会 開催2019年度　横浜市ＰＴＡ連絡協議会　役員・会計監査

横浜市ＰＴＡ創立70周年記念　第36回ファミリー写生大会　表彰式

おとなも育とう、こどもと共に〜つながる想い　新しい時代へ〜

＜後列　左から＞
書記：石塚　慶和（旭区さちが丘小学校）
書記：村田　広美（瀬谷区瀬谷中学校）
書記：青木　　潤（緑区十日市場中学校）
会計：野中慎一郎（高等学校部会桜丘高等学校）
会計：金　京　必（中区本牧小学校）

会計監査
　海上　良太（南区南中学校）
　北見　英俊（高等学校部会桜丘高等学校教諭）

　6月21日（金）午後1時より関内ホールにおいて、市内の小学校・
中学校・高等学校・特別支援学校の各代表および関係者646名の
出席のもと、2019年度横浜市ＰＴＡ連絡協議会大会式および総
会が開催されました。
◆大会式
　開会のことば、国歌・市歌斉唱に続き、平成30年度市Ｐ連 海
上会長より挨拶がありました。来賓からは、鯉渕信也教育長、小
学校長会大谷珠美会長より祝辞が贈られました。来賓紹介、横浜
市長の祝電披露の後、優良ＰＴＡ・広報紙コンクールの各受賞団
体の表彰、横浜市立小学校図画工作教育研究会、平成30年度市
Ｐ連理事・常置委員への感謝状贈呈が行われました。
◆総会
　開会のことば、資格確認に続き、議長団が選出され、予定の議
案は審議後すべて承認されました。
◆議事
　平成30年度：事業報告、会計決算、監査報告、補償制度維持
費決算報告・監査報告、2019年度：理事（案）、役員および会計
監査（案）、スローガン（案）・活動方針（案）、事業計画（案）・予
算（案）、補償制度維持費予算（案）。
　新役員・会計監査の紹介と挨拶、退任役員の挨拶に続き、ＰＴ
Ａの歌を斉唱しました。
◆�70年を経て続く市Ｐ連の横浜の大切な子どもたちを思う、あた

たかくも強い志を感じさせる素晴らしい雰囲気の中閉会しました。

新会長あいさつ
秋好　直樹

（泉区泉が丘中学校）
　ＰＴＡ活動の目的は、子どもたちの
教育環境や教育機会を充実させるこ
と、また、大人が学び成長することで

あり、これは今後も大きくは変わらないと考えてい
ます。一方、子どもたちや会員である我々大人がお
かれている社会環境は、刻々と変化します。これか
らのＰＴＡのあり方や活動の進め方を検討する中で
多くの方の知恵と力が必要です。皆さまのご協力を
賜りますようお願い申しあげます。

前会長あいさつ
海上　良太

（南区南中学校）
　会長としての2年間、「誰もが楽し
く参加できるＰＴＡ」を掲げて活動し
てまいりました。ご協力ありがとうご

ざいました。これからはさらに一歩進んで「誰から
も愛されるＰＴＡ」をめざして活動を進めてまいり
ます。秋好会長を中心とした新体制にご期待くださ
い。みなさまのご協力をよろしくお願いいたします。

副会長
梅田　比奈子　
　小学校長会
　瀬ケ崎小学校長

相澤　潤　
　中学校長会
　上飯田中学校長

市長賞3作品 70周年賞6作品

☆山下公園はいわゆる「横浜」らしいと思いますが、こちらは日本を代表す
る日産スタジアムがあり、広々としたよさがあります。写生大会ではご家族
と一緒に同じ風景を見たり、語り合ったりすることで時間を共有されている
ことが何よりもよいのかなと思っております。また、回を積み重ねることで
何度も来てくださる方が、同じモチーフを描く中で「昨年よりもこんなに描
けるようになった」といった変化がみられるのもよいと思います。

横浜市小学校図画工作教育研究会会長　江口和良先生のコメント

令和元年6月9日（日）、横浜市教育会館4Fホールで表彰式
が行われました。
入賞作品は横浜市民ギャラリーに展示され、作品を見る
方々の笑顔が印象的でした。
横浜市ＰＴＡ連絡協議会HPに受賞作品が掲載されます。
→http://pta-yokohama.info
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岸谷小 6年

吉原小 1年

青葉台小 2年

汲沢小 5年

都田西小 4年

中
尾
小
3
年

東台小 1年 東本郷小 6年日吉南小 3年

☆子どもが自由にのびのびと描けているかを見ます。
☆�ワクワクしているその子の気持ちが表れている絵は
目を引きます。

☆�なぜその絵を描いたのかを聞いたり、だれと来たの
かを聞いたりと絵を通じてコミュニケーションを図
ります。

図画工作研究委員の先生方にうかがいました
☆�友達に誘われて来ました。お
花がきれいで、楽しく思い通
りに描けました。（小1・小4）
☆�小5・小3・小1・母・祖母で
の参加。3人とも絵が好きで
す。（保護者）
☆�小学校最後の年に子どもたち
と来ることができてうれし
かった。（小6保護者）

第36回よこはまファミリー写生大会

つぎは
何色にするのかな？

完成！

頑張って
描けましたね

　平成31年４月21日（日）、初夏のような日差しのな
か、第36回よこはまファミリー写生大会が新横浜公
園で開催されました。
　横浜F・マリノスの「マリノスケくん」も駆けつけ、
子どもたちも喜んでいる様子でした。会場というキャ
ンバスは、初めての参加者や毎年楽しみに参加されて
いる方たちの帽子や日傘で彩られていました。たくさ
んの方でにぎわった本当に素晴らしい写生大会となり
ました。

参加者の声



（３）　令和元年７月８日（月） 第１６４号（２）Ｐ Ｔ Ａ よ こ は ま

　ろう特別支援学校は、大正15年
開校、横浜市立聾学校を経て現校名
となり今年度、開校94周年を迎え
る伝統ある学校です。
　ここでは聴覚に障害を持つ０歳か
らの乳幼児教育相談や、幼稚部から高
等部までの一貫教育を行っています。
　今回、副校長先生・ＰＴＡの皆さ
んから、いろいろなお話を聞くこと
ができました。
　障害の度合いが違う生徒が抱える
『困ったこと』は様々です。例えば、
補聴器や人工内耳をつけていてもす
べて聞こえるわけではないため、幼
児・児童・生徒一人ひとりのニーズ
に合わせたコミュニケーション手段
（口話・手話など）を用いて『分か
ることへの保障』を大切にしている
そうです。
　また、ＰＴＡ役員を中心に、保護
者全員がＰＴＡ会員として学校を支
援し、『運動会』や文化祭『ときわ祭』
を盛り上げています。

　学校と保護者との連携がとても
しっかりしていて、互いに学び、一
丸となり、よりよい学校をめざして
いました。
　ほかに、ＰＴＡや学校の活動にお
いて地域交流のある近隣のコンビニ
エンスストアの店長は、聴覚障害の
特性を理解した上で、ろう学校の高
校生をアルバイトとして採用してい
ます。こうした地域の理解が生徒の
『社会参加・自立・自己実現』の育
成に、役立っているそうです。
　最後に副校長先生は「人はだれも
一人では生きてはいけません。自分
が必要とする支援を周りに伝えられ
る力も必要です。そのような “生き
る力” を生徒たちに身に付けてほし
い。」と話されていました。

　市場中学校では学校と校区の自治会・町内会、
ＰＴＡ、子ども育成会が協働した行事として『資
源回収』を行っています。もともとは昭和50
年代初め『全日教育』の資金集めを目的として
始められたものですが、40年以上の歴史の中
で、その形を時代に合わせ変えながら続いてい
ます。
　その活動内容は地域主導で、その地区ごとに
決められています。資源回収だけでなく、地域
清掃や防災訓練という形で行っている地区もあ
ります。そして地区ごとに、校外委員さんを中
心としたＰＴＡ会員と先生が精力的に参加し、
子どもや地域の方々と一緒に汗を流していま
す。この活動を続けることによって、地域の方々
とその地区に住む中学生が顔を合わせることが
でき、地域の一員としての自覚と安心

感が育てられる、と校長先生は話してくださ
いました。地域での活動が活発で、地域で子
どもを育てるという思いが強いため、生徒自
身も小さなころから地域の取組に参加してお
り、この活動にも違和感なく楽しく参加でき
ているそうです。
　地域とのつながりに注目が集まる中、そ
の橋渡しとしてのＰＴＡの役割を
見ることができました。

　戸塚高等学校は昨年度創立
90周年を迎え、地域の方々
もお招きし、本校体育館にて
記念式典・記念演奏会を盛大
に行いました。記念品として、
同窓会より校歌のCDが贈ら
れました。記念演奏会では、
校歌CDに収録されている校
歌を歌ってくださった方の独
唱を生演奏で聴くことができ
ました。また、修学旅行や文
化祭の様子に加えて、記念式
典や記念演奏会の様子を掲載
した90周年記念号の広報誌
を発行し、学校の歴史と魅力

を伝えました。
　『戸高祭』と呼ばれている
文化祭には、ＰＴＡも毎年参
加し、飲料・バザー・制服リ
サイクルの販売をしながら生
徒たちと一緒に楽しんでいま
す。
　戸塚高等学校のＰＴＡは、
学校から見える富士山が夕日
に映える姿が美しいところか
ら『光陵会』と称しています。
これからも長い歴史と伝統を
大切にしながら、和気あいあ
いと活動していきます。

　昭和22年に創立した原中学校
は、生徒の清い心の育成と、周りの
自然豊かな景観を象徴して『原』と
名付けられました。当時は敷地内に
広い農場や家畜舎、製粉精米工場
などがあり、生徒は豊かな環境の中
で農業経営の基礎を学ぶことがで
きました。そして、その環境を生徒
とともに管理することが、ＰＴＡ活
動の中心となっていました。

　学校・家庭・地域の連携も深く、
数十年にわたり地域交流会を行って
います。当初はもちつきやゲート
ボール大会を行っていましたが、今
では『ミュージックフェスタ』へと
形を変え、子どもたちの歌やダンス
を発表する場となりました。時代に
合わせて柔軟に交流の形を変えてい
くことが、地域活動を長く継続させ
る秘訣となっています。
　また、平成30年度からは『お父
さんボランティア活動』として、休
日に花壇整備を行っています。活動
後に歓談時間を設けることで、お父

さん同士の交
流も図ってい

ます。ＰＴＡというとまだお母さん
が中心という印象もありますが、お
父さんにも輝ける場を、との思いが
こうした活動につながっています。
　原中学校のＰＴＡ活動において、
時代を超えて受け継いでいきたい活
動や思いについてＰＴＡの方が話し
てくださいました。
「原中の生徒と学校で顔を合わせる
と、いつも屈託のない笑顔で、気持
ちのいいあいさつをしてくれます。
それを見て、私たちは元気をもらえ
ます。しかし中学生という多感な時
期、表には出せない部分で悩むこと
もあるのだろうなぁ…と想像しま
す。だからその笑顔を守ってあげた
いと、素直に思います。“わが子が

安全に楽しく学校に通ってほしい”
と願うのは保護者として当然のこと
です。それを “わが子の友達も” と
思うことからＰＴＡは始まります。
ＰＴＡにできることは多くなくて
も、子どもたちが学校で過ごすとき
は笑顔でいてほしいというのが活動
の原点です。原中ＰＴＡの一つひと
つの活動の結果が、“笑顔を守るこ
と” につながっています。このため
に、何気なくても意味のある活動を
継続していくことを大切に、私たち
は日々学校に通っています。同時に、
保護者同士が楽しみながらさまざま
な経験をすることで、これからの人
生を豊かにする活動でもありたいと
願っています。」

ろう特別支援学校
保土ケ谷区

学 校 創 立：大正15年
ＰＴＡ創立：昭和23年

戸塚高等学校
戸塚区

学 校 創 立：昭和３年
ＰＴＡ創立：昭和23年

西寺尾小学校
神奈川区学 校 創 立：昭和25年

ＰＴＡ創立：昭和25年

横浜市内唯一の聴覚障害児特別支援学校 地域の一員として育つ

　今年度140周年を迎え
た戸部小学校。学校・ＰＴ
Ａ・OB会・地域が連携し
てとり行っている『墓前祭』
では、初代校長故岡田台三
先生の命日に毎年お墓参り
をしています。学校の歴史
を振り返る大切な行事とし
て長く続いています。
　最近は地域防災拠点の活
動で得た知識を活かしＰＴ
Ａ防災備品の購入をしてい
ます。食物アレルギーの子
どもにも安心して提供でき
る『救給カレー』の設置も
行いました。
　平成元年に始まった『ふ
れあいの夕べ』は現在ＰＴ

Ａが主催し、地域・OB会
が後援しているお祭りで
す。多くの出店が並び、戸
部小の校庭をミニSLが
走ったりイベントが行われ
たりと、児童だけではなく
地域の方々が毎年参加を楽
しみにする盛大な催しとし
て根付いてきました。
　先生や地域・父親同士が
気軽に交流できる場を設け
ようと平成26年度におや
じの会を発足しました。「子
どもたちのためにできるこ
とをやる」を活動目標に、
現在校内整備をはじめ様々
な活動を精力的に行ってい
ます。

戸部小学校
西区

学 校 創 立：明治12年
ＰＴＡ創立：昭和23年

創立140周年の
歴史を未来につなぐ活動

歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぐ『
光
陵
会
』

▼開校当時の校舎では、農業が
教育にも活かされていました

▼自宅を思わせるこちらのお部屋では保
護者への教育相談や指導を行っています

▶
リ
ヤ
カ
ー
で
町
内
を
一
周
！

▲みんなで公園をきれいにしました

▼子どもたちも大満足。町内会所有の
ミニSL

▲昭和35年に現住所へ校舎移転

▲開放感ある広い食堂では幼稚部から
高等部の生徒が一緒に昼食をとります

市場中学校
鶴見区

学 校 創 立：昭和22年
ＰＴＡ創立：昭和23年

も親も輝ける場づくりを目指して

時
代
を
超
え
て
、子
ど
も

原中学校
瀬谷区学 校 創 立：昭和22年

ＰＴＡ創立：昭和24年

　ＰＴＡ活動として毎年10
月中旬に開催している『親子
工作教室』は、昨年度で20
周年を迎えました。西寺尾小
の体育館に60組の親子が集
まり、横浜建設一般労働組合
神奈川支部（浜建労）約20
名の大工さんのご協力のもと、木
材を使って本棚や宝箱などの工作
品を親子で作ります。午前中のみ
で工作品を仕上げるため、半年前
から担当の役員が浜建労の方と細
かく打ち合わせをして準備を行っ
ています。担当する役員たちの
チームワークと、浜建労の方々の
多大なお力添えによって毎年抽選
になるほど大変人気のあるイベン
トです。その時間を親子で体験し
てもらうこと、楽しんでもらうこ
とを大切にしています。学校の先
生方もお手伝いに参加され、その
場にいる全員で工作品を作り上げ
ていきます。

　一昨年から新しい活動として、
錦台中・西寺尾小・西寺尾第二小
ＰＴＡが所属する三校連絡協議会
で、地域の核である神之木地区セ
ンターの花壇に花を植えていま
す。西寺尾小ＰＴＡが発案、企画
し、三校連絡協議会で協力を仰ぎ、
子どもたちや保護者の方々、学校
の先生や地域の方々も参加され、
100名近くで花壇を華やかにしま
した。日頃お世話になっている地
域への恩返しと、より地域に貢献
できるＰＴＡをめざしたいという
思いでこの活動が始まりました。
今後も保護者や地域の方々との交
流が深まるようなイベント
を企画し、子どもたちの成
長をたくさんの目で見守る
ことのできる学校や地域に
していきたいと考えていま
す。

学
校
・
地
域
と
と
も
に
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
育
む

▲今年の春には神奈川区の花、
チューリップも無事に咲きました

◀︎
こ
の
日
は
体
育
館
中

に
ト
ン
カ
チ
や
の
こ
ぎ
り

の
音
が
鳴
り
響
き
ま
す

▼今日も熱く燃えています！
戸部のおやじたち
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31年 横
浜
港
開
港
100
周
年

36年 東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

39年

国
際
理
解
教
室
が
始
ま
る

62年

横
浜
港
開
港
150
周
年

21年

市
立
中
学
校
へ
ハ
マ
弁
導
入

28年

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

横
浜
市
内
の
全
小
学
校
へ
配
置

26年

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

横
浜
市
の
全
中
学
校
へ
配
置
完
了

29年

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

全
区
配
置
完
了小

学
校
英
語
活
動
が
始
ま
る

16年

14年18年
19年

44年

61年

６年

学
校
給
食
が
始
ま
る

22年

横
浜
市
章
・
横
浜
市
歌
制
定

42年

鶴見区・神奈川区
中区・保土ケ谷区
磯子区が誕生

横
浜
市
立
の
学
校
で

保
護
者
会（
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
）が
始
ま
る

27年

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
発
足

28年

第
１
回
全
国
Ｐ
Ｔ
Ａ
大
会
開
催

38年

Ｐ
Ｔ
Ａ
よ
こ
は
ま
１
号
発
行

20年

第
１
回
三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル

45年

第
１
回
親
子
写
生
大
会

（
現
フ
ァ
ミ
リ
ー
写
生
大
会
）

港北区
戸塚区
スタート

南区スタート

西区スタート

S36

栄区・泉区
スタート

緑区・港南区・旭区・
瀬谷区スタート

元年

横
浜
市
制
100
周
年

２年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

４年

学
校
５
日
制
が
始
ま
る

S53
H１

H5

横浜市でＰＴＡがスタートし今年で
70年。歴史ある学校で今も続く活動
や新しい取組等を聞きました。これ
までのＰＴＡの歩みを年表で“まるっ
と”ふり返ってみましたよ！ 皆さん
の時代には何がありましたか？

20年〜22年

青葉区・都筑区スタート
現在の 18 区へ

第
１
回
音
楽
交
歓
の
つ
ど
い 

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
結
成　

周
年
記
念
）

10

25年

第　

回
指
定
都
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

情
報
交
換
会
（
横
浜
大
会
開
催
）

69

27年

第　

回
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

研
究
大
会
（
横
浜
大
会
開
催
）

47

23年
金沢区スタート

ＰＴＡ会費 
月額：16円36銭 
※昭和25頃の全国平均

30年

横
浜
市
Ｐ
Ｔ
Ａ　

周
年

記
念
式
典
・
記
念
講
演

　
　
　

つ
る
の
剛
士
氏

70

©ＳＡＷＡ

横浜の競技会場 
・横浜スタジアム（野球・ソフトボール） 
・横浜国際総合競技場（サッカー）

横浜の競技会場 
・横浜文化体育館（バレーボール） 
・三ツ沢蹴球場（サッカー）

ハマのＰＴＡ

  〜
た

す
き

を
つ

な
ぎ

令
和

へ
〜
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Ｐ Ｔ Ａ よ こ は ま

　
　

横
浜
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
70
周
年
記
念
賞・会
長
賞

　

平
沼
小
学
校
（
西
区
）

　
「
ひ
ら
ぬ
ま
」

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
地
域
の
触
れ
合
い
、
保
護
者

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
焦
点
を
当
て
、
テ
ー
マ
性

が
は
っ
き
り
し
て
お
り
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
が
高

い
。
マ
ジ
カ
ル
レ
イ
ン
ボ
ー
に
彩
ら
れ
た
「
平

沼
カ
ッ
プ
」
が
目
を
引
く
。
応
援
団
長
も
か
わ

い
ら
し
く
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ペ
ー
ジ
は
効
を
奏
し

た
。
舞
台
裏
の
取
材
も
興
味
が
持
て
、
見
応
え

が
あ
っ
た
。

　
　

神
奈
川
新
聞
社
賞
・
会
長
賞

　

白
幡
小
学
校
（
神
奈
川
区
）

　
「
し
ら
は
た
」

　
「
素
朴
」「
質
実
」「
端
正
」
な
た
た
ず
ま
い

で
ク
ー
ル
。
加
え
て
、
記
事
、
写
真
な
ど
一
つ

ひ
と
つ
が
秀
逸
で
平
均
点
が
高
い
。
題
字
の
板

書
が
い
い
味
を
出
し
て
い
る
。
恒
例
企
画
を
見

直
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
な
ど
子
ど
も
た
ち
を
支

え
る
人
々
の
活
動
の
紹
介
な
ど
に
力
点
を
置
い

た
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
採
用
し
た
読
者
と
の
双
方

向
性
も
ま
さ
に
今
日
的
だ
。

　

平
成
30
年
度
横
浜
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
さ
れ
た
84
校
の
応
募
作
品
の
中

か
ら
次
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
小
中
学
校
の
会
長
賞
受
賞
10
作
品
は
、
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全

国
協
議
会
「
全
国
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
横
浜
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

代
表
と
し
て
推
薦
し
ま
す
。
な
お
、
会
長
賞
講
評
は
神
奈
川
新
聞
社
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
校
と
作
品
講
評

　
　
会
長
賞

★
西
寺
尾
小
学
校
（
神
奈
川
区
）

　
「
に
し
て
ら
お
」

　

ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
、
読
み
応
え
が
あ

る
。
学
校
の
年
間
行
事
を
中
心
に
子
ど
も
や
先

生
た
ち
の
表
情
が
見
え
る
。「
広
報
が
ゆ
く
！
」

は
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
」
や
「
給
食
室
の

１
日
」
な
ど
保
護
者
ら
の
興
味
を
掘
り
下
げ
て

よ
く
取
材
し
て
い
る
。

★
立
野
小
学
校
（
中
区
）

　
「
た
て
の
」

　

セ
ン
ス
を
感
じ
る
美
し
い
紙
面
。
先
生
紹
介

に
工
夫
が
あ
り
、表
紙
の
水
彩
画
も
き
れ
い
だ
。

公
園
マ
ッ
プ
も
分
か
り
や
す
い
力
作
。
ラ
ン
ド

セ
ル
ア
ン
ケ
ー
ト
や
リ
メ
イ
ク
も
類
を
見
な
い

お
も
し
ろ
さ
。
楽
し
く
役
に
立
ち
好
奇
心
を
刺

激
し
て
見
事
。
永
久
保
存
版
に
し
た
い
。

★
四
季
の
森
小
学
校
（
旭
区
）

　
「
し
き
の
も
り
」

　

表
紙
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
が
雑
誌
・
ス
ポ
ー
ツ

新
聞
風
で
キ
ャ
ッ
チ
ー
だ
が
、
内
容
は
「
思
春

期
の
子
ど
も
た
ち
」
の
よ
う
な
硬
派
な
特
集
も

あ
り
二
面
性
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
お
も
し
ろ
い
。
卒

業
記
念
号
は
が
ら
っ
と
変
わ
っ
た
作
り
で
ア
イ

デ
ア
が
生
き
た
。

★
中
田
小
学
校
（
泉
区
）

　
「
な
か
だ
」

　

先
生
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
り
、
子
ど
も
た
ち

が
表
情
豊
か
だ
っ
た
り
、
表
紙
が
魅
せ
る
。
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
報
告
が
充
実
し
て
お
り
、
地
域
の
見

守
り
隊
の
紹
介
も
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
が
地

域
の
人
々
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
再
認
識

さ
れ
る
好
記
事
だ
。

★
西
谷
中
学
校
（
保
土
ケ
谷
区
）

　
「
西
谷
中
」

　

趣
向
を
凝
ら
し
て
お
り
〝
読
ま
せ
る
〟
表
紙

と
な
っ
て
い
る
。
進
路
特
集
は
奥
の
深
い
充
実

の
出
来
栄
え
で
多
く
の
生
徒
、
保
護
者
に
大
い

に
役
立
っ
た
と
思
う
。
ほ
か
に
も
特
集
は
テ
ー

マ
が
多
岐
に
わ
た
り
読
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
。

広
報
委
員
の
力
量
を
示
し
た
。

★
浜
中
学
校
（
磯
子
区
）

　
「
Ｈ
ａ
ｍ
ａ
」

　

表
紙
の
雰
囲
気
が
お
も
し
ろ
い
。
委
員
会
活

動
の
報
告
が
充
実
し
て
お
り
、
校
外
学
習
の
扱

い
も
い
い
。
写
真
を
多
用
し
て
保
護
者
の
知
ら

な
い
季
節
ご
と
の
学
校
、
生
徒
の
表
情
が
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
全
体
的
に
ま
と

ま
っ
て
い
る
。

★
樽
町
中
学
校
（
港
北
区
）

　
「
菖
蒲
」

　

学
校
行
事
が
中
心
。
そ
の
中
で
も
「
い
の
ち

の
授
業
」
は
、
生
徒
た
ち
と
赤
ち
ゃ
ん
と
の
触

れ
合
い
、
子
育
て
の
実
際
も
体
験
し
、
多
く
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
も
サ
ポ
ー
ト
し
た
。「
Ｐ
Ｔ
Ａ
解
体
新

書
」
も
メ
ン
バ
ー
の
本
音
を
引
き
出
し
て
興
味

深
か
っ
た
。

★
茅
ケ
崎
中
学
校
（
都
筑
区
）

　
「
ち
が
さ
き
」

　

表
紙
の
セ
ン
ス
は
ピ
カ
イ
チ
。
写
真
を
多
用

し
て
学
校
行
事
を
く
ま
な
く
紹
介
し
て
い
る
。

「
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
・
お
や
じ
の
会 

地
域
と
の
絆
」
は
、

楽
し
そ
う
な
保
護
者
活
動
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

て
学
校
と
保
護
者
、
地
域
と
の
一
体
感
が
よ
く

出
て
い
る
。

★�
横
浜
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
高
等
学
校

附
属
中
学
校
（
高
校
）

　
「
Ｙ
Ｓ
Ｆ

―

Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
」

　

理
数
科
重
点
教
育
校
と
い
う
特
性
か
ら
活
動

の
幅
の
広
さ
が
魅
力
で
、
そ
の
多
様
性
が
広
報

紙
に
も
表
れ
て
い
る
。
進
路
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど

も
充
実
。
教
師
陣
や
Ｏ
Ｂ
ら
こ
の
道
の
先
達
の

的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
生
徒
や
保
護
者
ら
に
心

強
そ
う
。

★
港
南
台
ひ
の
特
別
支
援
学
校
（
特
別
支
援
）

　
「
み
ど
り
の
風
」

　

先
生
た
ち
の
陽
気
な
様
子
か
ら
明
る
い
学
校

生
活
が
想
像
で
き
る
。
子
ど
も
た
ち
の
表
情
も

楽
し
そ
う
だ
。
港
南
台
移
転
記
念
号
は
、
当
時

の
先
生
ら
か
ら
多
く
の
声
を
集
め
た
力
作
。
作

り
に
統
一
感
が
あ
り
、
表
紙
の
装
丁
も
お
も
し

ろ
い
。

　
　
広
報
委
員
長
賞

　

瀬
谷
さ
く
ら
小
学
校
（
瀬
谷
区
）

　
「
さ
く
ら
」

　
『
魅
力
あ
る
表
紙
』
の
観
点
に
よ
り
選
出
。

子
ど
も
た
ち
の
指
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
星
型
を

通
し
て
の
ア
ン
グ
ル
に
と
て
も
工
夫
が
あ
り
、

学
校
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
愛
情
が
伝
わ
っ
た
。

　
　
奨
励
賞

★
中
丸
小
学
校
（
神
奈
川
区
）

　
「
な
か
ま
る
」

★
本
町
小
学
校
（
中
区
）

　
「
ほ
ん
ち
ょ
う
」

★
瀬
戸
ケ
谷
小
学
校
（
保
土
ケ
谷
区
）

　
「
せ
と
が
や
」

★
滝
頭
小
学
校
（
磯
子
区
）

　
「
た
き
が
し
ら
～
ふ
れ
あ
い
だ
よ
り
～
」

★
東
市
ケ
尾
小
学
校
（
青
葉
区
）

　
「
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
」

★
勝
田
小
学
校
（
都
筑
区
）

　
「
さ
わ
や
か
勝
田
」

★
平
戸
小
学
校
（
戸
塚
区
）

　
「
な
し
の
実
」

★
汐
見
台
中
学
校
（
磯
子
区
）

　
「
汐
風
」

★
東
鴨
居
中
学
校
（
緑
区
）

　
「
東
鴨
居
」

★
東
山
田
中
学
校
（
都
筑
区
）

　
「
光
の
か
け
ら
」

★
南
瀬
谷
中
学
校
（
瀬
谷
区
）

　
「
そ
ら
」

★
桜
丘
高
等
学
校
（
高
校
）

　
「
櫻
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
」

　

４
月
16
日
関
内
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
に
て
新

任
役
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
約
６
０
０
名

の
小
・
中
・
高
・
特
別
支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

新
任
役
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
第
一
部
は
、

『
家
庭
・
地
域
・
学
校
の
よ
り
よ
い
連
携
・

協
働
を
め
ざ
し
て
』
を
テ
ー
マ
に
、
横
浜
市

が
め
ざ
す
「
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育
む
教

育
」
の
講
演
が
行
わ
れ
、
続
い
て
第
二
部
で

は
市
Ｐ
連
役
員
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
基
本
情
報
・

任
意
性
・
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
、
第
三
部
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
経
験

者
に
よ
る
事
例
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

❖
事
例
紹
介
（
発
表
順
）

中
和
田
小
学
校　

野
中
慎
一
郎
前
会
長

『
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
し
た
そ
の
先
に
見
え
た
モ
ノ
』

大
綱
中
学
校　

マ
リ
ガ
ン
紀
子
前
会
長

『
時
代
を
超
え
て
、
国
境
を
超
え
て
繫
が
る

笑
顔
』

金
沢
高
等
学
校　

樋
口
眞
砂
子
前
会
長

『
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
じ
、
楽
し
い
金
高
ラ
イ

フ
を
！
』

港
南
台
ひ
の
特
別
支
援
学
校　

橋
本
静
江
さ
ん

『
苦
手
な
こ
と
か
ら
逃
げ
な
い
姿
勢
を
我
が

子
に
示
す
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
』

中
和
田
南
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
泉
区
）

　

稲
作
体
験
活
動
の
継
続
的
な
支
援
を
通
じ

て
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
図
っ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
を
は
じ
め
と
す
る

大
人
の
農
林
水
産
業
へ
の
理
解
も
深
め
て
い

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　横浜市立横浜総合高校は全国でも珍しい三部
制単位制の高校です。かつて伊勢佐木長者町に
あった横浜工業高校の校舎で2001年に開校し
ました。その後、県立大岡高校の跡地に移転し、
現在に至っています。
　働きながらの学生もお
り、年齢も幅広く通って
います。
　比較的自由な学校では
ありますが、未成年の子を持つ親としては、単
位が取れているのか、学校に行っているのかが
心配になります。ＰＴＡ活動は、保護者同士の
横のつながりを重視し、楽しい行事に参加して
コミュニケーションを取っていただき、そんな
不安を取り除く重要な役割を持っています。日
帰りバスツアー、クラフト作り、観劇、横総祭
の豚汁作り、広報誌作成など、いずれも楽しみ
ながらの活動となっています。
　2016年には、生徒の声から、無料で利用で
きる「ようこそカフェ」ができました。ＰＴＡ

はもとより、公益財団法
人横浜ユース様、横浜市
立大学様、ボランティア
の方々が全面サポートし
てくださっております。

ほぼ毎週水曜日の午後、本校のフリースペース
にて、ドリンク、お菓子、さらには軽食も提供
します。目的は自己肯定感を高めてほしいこと。
大学生やスタッフの方々とたわいもない会話を
したり、時にはカウンセラーによる相談も受け
られます。自分をありのままに受け入れ、話を
聞いてくれる場が、生徒にとってかけがえのな
い居場所になっています。
　本校ＰＴＡは、保護者、生徒の両面のサポー
トをする役割を担っています。
　（平成29年度・30年度ＰＴＡ会長
� 石川　万里）

ここに母校あり～未来にはばたけ～

　この春休み、僕は渡嘉敷島へ研修
に行きました。まさか行けるとは
思っていなかったので通知が来たと
きには本当にびっくりしました。そ
して春休みを楽しみにしていまし
た。けれど日が近づいてくると、知
らない人たちの中に入っていくこと
が心配になりました。そして迎えた

根岸中学校　　長島　有護

【編集後記】
　取材やそこで得たことを記事にするって難し
いですね。どう表現すれば読者の皆様に伝わる
か、興味を持ってもらえるか。と言っても私た
ちも皆様と同じ保護者。同じ目線で考えてみま
した。いかがでしたか？　最後に、広報委員の
皆さんに出会い、とっても楽しく、有意義な時
間を過ごすことができました。委員の皆さん、
ありがとうございました！

日本ＰＴＡ全国協議会主催　国内研修in渡嘉敷島 平成31年3月27日（水）～31日（日）、全国の中学2年生を対象
に研修が行われました。

当日。空港で搭乗を待っていると話しかけてくれた子がいました。不
安だったので僕はとてもうれしかったです。
　沖縄に着き、集まっているたくさんの人を見てまた少し不安になり
ました。チームに分かれて最初は緊張したけれど、段々と打ち解ける
ことができました。
　５日間たくさんの初めてを経験しました。僕が一番心に残ったこと
は海のきれいさ、そして人とのつながりです。このきれいな海をどう
守っていけるのか、そのために自分ができることを島で教えてもらっ
たことを思い出しながら考えてみました。きれいな海を守るためには

そこにすむ珊瑚や魚達を守ることが大切だと思います。そのためには、
ごみや餌付けなどで海を汚したり、生き物の生態系を崩すようなこと
はしないようにしなければならないと思います。僕に今できることは
少ないですが、この研修を機に、いつかボランティア活動などで島に
戻ってくることができたらと思います。
　不安から始まった研修でしたが、５日間でたくさんの友達、島人の
方々、大学生の方々、ＰＴＡの方々、多くの人と出会い、新しい環境
が得意ではない僕でしたが、一緒に色々な経験ができたこの出会いに
とても感謝しています。チームの仲間とはこれからもずっとつながっ
ていきたいと思っています。僕と同じように新しい環境が得意でない
子にもぜひこのような経験をしてほしいと思います。そういったお手
伝いにも興味を持つようになりました。今回お世話になった沖縄大学

生の方々のように僕もなれたらなと
思います。
　僕にとっていろいろな意味で今後
の道を考える良い経験になったので
はないかと思います。５日間素晴ら
しい経験をさせてくれた事に感謝し
ます。ありがとうございました。

横浜市立
横浜総合高等学校
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Memories

たくさん収穫できたかな。
新米おいしいかな？


